
さがみ野中央病院
☎046-２33-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

お問合せ

ホームページで視聴方法のご確認を！

インターネット上で
講座に無料参加が
できます。

視聴方法は
必ず事前に当院の
ホームページを
ご覧ください。

便利
な

ＱＲコ
ード
で

ホーム
ページ
へ！

回復期リハビリテーション病棟とは？
　今年４月、当院に開設した「回復期リハ
ビリテーション病棟」とは、どのような専門
病棟かご存知ですか。この病棟で重要
な医療スタッフとなるリハビリ専門職の一
人、栗澤理学療法士が、回復期のリハビ
リなどを含めてわかりやすく解説します。

参加無料参加無料オンライン医学講座
日 時

会 場

9月29日（水）14：00から
インターネット配信により各ご自宅で

講 

師

さがみ野中央病院
リハビリテーション科
栗澤 高輝

　理学療法士

大和成和病院
☎046-２７８-３855
神奈川県大和市南林間9-8-2

お問合せ

総務課
直通( (

当院ホームページを必ずご覧ください

インターネットの動画で講座に
無料で参加できます。

               必ず事前に
　　　  　 受講方法を
           当院ホームページで
　　　　 ご確認ください。

大和成和 医学講座

　循環器を専門とする当院の医師が、
動脈硬化に関連した心疾患の発症か
ら進行に至るまでを、わかりやすく丁寧
に解説いたします。是非、皆さまにご視
聴いただき、健康的な生活のためにお
役立てください。

動脈硬化と虚血性心疾患について

オンライン医学講座 参加無料参加無料

９月29日（水）13：00から
会 場

日 時

インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

大和成和病院
循環器内科

堤 穣志 医師

　

厚
生
労
働
省
が
推
進
し
て
い
る
「
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）」
と
各
種
「
が
ん
検
診
」
を
実
施

し
て
い
る
さ
が
み
野
中
央
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。
土
曜
日
を
除
く
月
〜

金
曜
日
の
毎
日
、受
診
で
き
ま
す
。

完
全
予
約
制
〔
予
約
は
、
月
〜
土

曜
日
／
注
・
土
曜
日
は

午
前
中
の
み
〕な
の
で
、

事
前
に
電
話
し
て
か
ら

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

40
歳
以
上
が
対
象

　
「
特
定
健
診
」
は
、

40
〜
74
歳
を
対
象
に
各

医
療
保
険
者
（
国
民
健

康
保
険
・
共
済
組
合
な

ど
）
が
実
施
す
る
も
の

で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
や
予
備
群

の
早
期
発
見
と
、予
防
・

改
善
を
目
的
と
し
て
い

る
健
康
診
断
で
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
を

に
は
、
定
期
的
な
体
の
チ
ェ
ッ
ク

が
重
要
で
す
。
体
の
異
変
を
い
ち

早
く
見
つ
け
、
そ
れ
を
自
覚
す
る

た
め
に
健
診
が
あ
り
、
健
康
へ
の

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
で
少
し
で
も
異
常

値
が
出
た
ら
、
放
置
せ
ず
に
病
院

で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
毎
年
、
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
体
の
変
化
を
見
逃
す
こ

と
な
く
、
重
篤
化
す
る
前
に
、
治

療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

要
す
る
人
に
は
、
健
診
結
果
と
と

も
に
「
特
定
保
健
指
導
」
の
案
内

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
と

な
っ
た
場
合
は
、
適
切
な
指
導
を

受
け
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

三
市
の
が
ん
検
診
も

　
「
が
ん
検
診
」
は
、
が
ん
の
罹

患
者
を
減
ら
す
対
策
と
し
て
、
政

府
が
奨
励
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
市
で
種
類
が
異
な
る
の
で
、
確

認
は
お
電
話
を
。　
〈
取
材
協
力
〉

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予
防
・

改
善
を
目
的
と
し
た
「
特
定
健
康

診
査
（
特
定
健
診
）」
を
国
民
に

実
施
し
て
い
ま
す
。検
査
の
結
果
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

予
備
群
の
人
に
対
し
、
さ
ら
に
一

人
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た

「
特
定
保
健
指
導
」に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

継
続
受
診
が
大
事

　

健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
送
る

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、
海

老
名
市
・
座
間
市
・
綾
瀬
市
の
「
特

定
健
診
」「
が
ん
検
診
」
が
受
け

　

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
と
も

な
い
、
増
加
し
て
い
る
が
ん
や
糖

尿
病
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」。

国
は
約
10
年
前
か
ら
、
生
活
習
慣

病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

内臓
脂肪 男性 ≧ ８５cm

女性 ≧ ９０cm

腹 囲

２項目以上

高血圧 脂質
異常 高血糖

メタボリックシンドローム

国
の
施
策「
特
定
健
診
」

  

を
受
け
て
ま
す
か

さ
が
み
野
中
央
病
院

県
央
三
市〔
海
老
名・座
間・綾
瀬
〕の
健
康
診
断
、受
付
中
！

■各市の受診券、問診票
■健康保険証
■診察券（受診歴がある場合）

持
参

午前

午後

月 火 水 木 金 土

9:00~
12:00

14:00~
17:00

特定健診･がん検診の予約受付さがみ野駅
徒歩５分

さがみ野中央病院
☎046-233-5110
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

弁
膜
症
に
幅
広
い
選
択
肢

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
５
㎝
切
開
手
術
を
実
施

大
和
成
和
病
院
〈
取
材
協
力
〉

弁
の
老
化
や
動
脈
硬
化
が
原
因

心
臓
の
血
液
が
通
ら
な
い・
逆
流
は「
弁
膜
症
」

　

心
臓
の
血
液
が
逆
流
す
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
方
向
に
し
っ
か
り
流
れ
る
た
め

に
、
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
弁
膜
」
は
、
動
脈
硬
化
な
ど
に
よ
っ
て
硬

く
な
り
、
障
害
が
起
き
る
と
病
気
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
弁
膜
症
」
で
す
。

　

現
在
、
弁
膜
症
の
治
療
で
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
「
Ｔタ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
や
、
低

侵
襲
の
「
Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
施
し
て
い
る
大

和
成
和
病
院
・
田
畑
美
弥
子
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

心
臓
は
、
全
身
に
血
液
を
送
る

「
ポ
ン
プ
」
の
働
き
を
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
心
臓
の
内
部
は
、「
４

つ
の
部
屋
」
で
あ
る
右
心
房
／
右

心
室
／
左
心
房
／
左
心
室
に
分
か

　
「
弁
膜
症
の
方
が
、
正
常
な
心

臓
機
能
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

弁
膜
を
人
工
弁
に
取
り
換
え
る

【
弁
置
換
術
】
や
、
弁
膜
を
温
存

し
て
治
す
【
弁
形
成
術
】
が
必
要

で
す
。

　

弁
膜
症
の
手
術
で
は
、
通
常
は

胸
の
真
ん
中
の
骨
（
胸
骨
）
を
切

開
し
、
人
工
心
肺
装
置
（
心
臓
・

れ
て
い
て
、各
部
屋
の
出
口
に
は
、

血
液
が
逆
流
す
る
こ
と
な
く
、
一

方
向
に
流
れ
る
よ
う
に
働
く
大
事

な
「
弁
膜
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
弁
膜
に
障
害
が

起
き
て
し
ま
い
、
機
能
を
果
た
せ

肺
を
代
用
）
で
一
時
的
に

心
臓
を
止
め
ま
す
」

心
臓
止
め
な
い
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

　
「
し
か
し
こ
の
方
法
は
、

80
代
以
上
の
患
者
さ
ま
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、『
経
カ

テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
治
療
（
ＴタＡ

ＶビＩ
）』
が
有
効
で
す
。
こ
れ
は
、

胸
を
切
ら
ず
、
そ
し
て
心
臓
も
止

め
ず
に
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て

人
工
弁
を
留
置
す
る
治
療
で
す
」

小
さ
い
傷
で
す
む 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
「
ま
た
、『
低
侵
襲
心
臓
手
術

（
Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）』
と
い
う
選
択
肢
も

あ
り
ま
す
。
肋
骨
の
間
か
ら
５
㎝

程
度
の
小
切
開
で
行
な
う
手
術
法

な
く
な
っ
た
状
態
が
、「
弁
膜
症
」

で
す
。

加
齢
に
よ
る
発
病

　

高
齢
人
口
の
増
加
に
と
も
な

い
、
弁
膜
症
の
患
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
動
脈
硬
化
で
弁
膜

が
硬
く
な
り
血
液
の
通
過
が
悪
化

す
る
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
や
、

弁
膜
が
変
性
し
て
弱
く
な
る
こ
と

で
血
液
が
逆
流
す
る
「
僧
帽
弁
閉

鎖
不
全
」の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

　

弁
膜
症
の
主
な
症
状
は
、
動
悸

や
息
切
れ
の
ほ
か
、
足
の
む
く
み

や
胸
痛
、
呼
吸
困
難
、
疲
れ
や
す

で
す
。
通
常
手
術
の
よ
う
に
胸
骨

を
切
開
す
る
と
、
術
後
２
～
３
カ

月
は
運
動
を
控
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
は
早
期
の

社
会
復
帰
も
可
能
で
す
。
若
く
、

長
期
休
養
が
難
し
い
働
き
盛
り
の

患
者
さ
ま
に
は
、
是
非
お
考
え
い

た
だ
き
た
い
で
す
」

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
治
療
を

　
「
弁
膜
症
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
手
術
を
行
な
え
ば
、
再
び

普
段
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
大
和
成
和
病
院
で
は
、

幅
広
い
治
療
法
を
導
入
し
、
患
者

さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

心
臓
な
ど
の
循
環
器
系
の
ご
不

安
は
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
９
の
８

の
２
（
南
林
間
駅
・
鶴
間
駅
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
中
）

い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
徐
々
に
起
き
、
病
状

も
少
し
ず
つ
進
行
す
る
た
め
、
自

分
で
は
体
の
不
調
に
気
付
か
ず
、

無
意
識
に
運
動
を
制
限
し
て
し
ま

い
、
症
状
を
自
覚
で
き
な
か
っ
た

り
、
年
の
せ
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

弁
膜
症
の
診
断
と
治
療

　

診
断
は
、
聴
診
（
心
雑
音
が
あ

る
か
ど
う
か
）
と
、
心
エ
コ
ー
検

査
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

軽
症
の
場
合
は
、
投
薬
で
症
状

の
緩
和
を
は
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
進
行
し
て
し
ま
う
と
、

心
筋
に
障
害
を
お
こ
し
、
心
臓
全

体
の
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
病
状
の
悪
化
が
進
ん
だ
状
態

で
は
、
治
療
し
た
と
し
て
も
、
心

筋
の
障
害
は
回
復
せ
ず
、
心
臓
は

元
の
よ
う
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
弁
膜
症
は
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
自
然
に
治
る
こ
と
は
な
い
の

で
す
。

三尖弁
さんせんべん

肺動脈弁

大動脈弁

僧帽弁

右心房右心房

左心房左心房

大動脈大動脈

肺動脈肺動脈

右心室右心室 左心室左心室

心臓の４つの部屋と各弁膜

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師

人工弁

カテーテルで
大動脈弁へ運び、
人工弁を留置

肋骨の隙間から
小さく切り手術

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ミ
ッ
ク
ス

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

タ
　
ビ
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試食付き無料セミナー・施設見学会
９月９日（木）～９月19日（日）
　　　　     の各日11：30～15：00

セミナー内容

●見学会のお申込み・お問合せ 【受付】９：００～１8：００

０１２０-86-6534フリーダイヤル 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8
　　 www.fureai-g.or.jp/s-residence/HP

相模原駅

多
摩
境
駅
コストコ

町田街道

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線 小山

シニア
レジデンス
町田

● 題名「失敗しない老人ホームの選び方」
● 老人ホームの種類別の特徴や費用
● 施設選びのポイント　など

見学会内容
● シニアレジデンス町田の館内を案内
● 実際の昼食を提供　ほか

各日５名
限定

（予約先着順）

当日の施設昼食の

シニアレジデンス町田は、医療・介護・福祉・教育などを展開する「ふれあいグループ」が
運営している介護付有料老人ホームです。
同じ建物内には、地域病院「ふれあい町田ホスピタル」（医療法人社団康心会）を併設し、土日も含めて
夜間当直の医師がおり、緊急の受診も可能。通院が困難な場合は、同院の訪問診療があるので
安心です。自立の方から介護の必要な方、寝たきりの方まで暮らすことができる住環境です。

介護と医療が一体化された暮らしがここにある。

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田

施設専属のケアマネジャーが、入居者さまの状態に合わせたケアプラン
を作成し、介護スタッフが夜間を含めて２４時間３６５日にわたり、
日常的な介護サービスを提供しています。
また、専門の入居相談員がいるため、早急にホームに入居する必要が
ある方などに対し、迅速な対応（病院との連携など）を行ない、速やかな
入居をサポートしています。一時的な利用（ショートステイ）も可能です。

安心のシニア　   を貴方に-。
ライフ

自立～要介護の方、認知症を抱えている方や、人工透析・
胃ろう・在宅酸素が必要な方など、是非ご相談ください。（ （６５歳以上の全ての方入居対象 医療サポート 病院からの訪問診療、各種予防接種、

緊急時や夜間の対応など

外観 居室例

レストラン桜

エントランスホール

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　 　 【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／9月15日㈬

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア
　形成のため、若年者等を
　積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
着
任
し
て
か
ら
丸
６
年

が
経
ち
ま
し
た
。「
当
院
で
は
、

内
科
外
来
の
ほ
か
、
健
診
や
訪

問
診
療
、
高
齢
者
特
有
の
筋
力

低
下
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
と
虚

弱
（
フ
レ
イ
ル
）
に
対
す
る
医

療
支
援
、
廃
用
症
候
群
（
生
活

不
活
発
病
）、
低
体
温
症
、
食

欲
不
振
な
ど
の
対
応
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

対
し
て
は
、『
か
か
り
つ
け
医
』

と
し
て
貢
献
し
、『
病
診
連
携
』

（
基
幹
病
院
等
と
の
機
能
分
担
）

の
下
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供

に
努
め
て
お
り
ま
す
」。

　

○
…
東
京
医
科
大
学
を
卒
業

後
、
同
大
学
の
附
属
病
院
で
、

消
化
器
外
科
、
麻
酔
科
と
、
キ
ャ

リ
ア
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
常

に
幅
広
い
医
学
知
識
を
求
め
続

け
、
医
学
論
文
の
発
表
や
、
50

代
で
痛
み
の
診
療
科
「
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
専
門
医
資

格
を
取
得
。「
医
師
の
や
り
が

い
の
一
つ
に
、『
達
成
感
』
と

い
う
言
葉
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
患
者
さ
ま
に
対
し

て
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
目
指

す
回
復
状
態
は
異
な
り
、
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
配
慮
し
た
治
療
が

と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
医
師
自
身
と
し
て
は
、
追

求
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

医
学
の
道
が
あ
り
ま
す
。
専
門

医
資
格
は
一
つ
の
指
標
と
な
り

ま
す
が
、
す
ぐ
に
通
過
点
と
変

わ
り
、
次
に
励
む
べ
き
内
容
が

見
え
て
き
ま
す
。
患
者
さ
ま
ご

と
に
異
な
る
治
療
目
標
に
、
自

分
の
も
て
る
力
を
高
め
続
け
な

が
ら
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
ま

す
」。
真
摯
な
表
情
の
中
、時
折
、

冗
談
を
は
さ
み
な
が
ら
話
す
の

で
、
雰
囲
気
が
和
み
ま
す
。

　

○
…
同
院
で
は
土
曜
日
も
通

常
診
療
を
行
な
っ
て
お
り
、
会

社
員
な
ど
の
通
院
者
が
多
い
と

い
い
ま
す
。「
お
時
間
が
な
い

中
で
ご
来
院
さ
れ
た
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
検
査
な
ど

に
時
間
を
要
す
る
場
合
は
、
誠

実
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
を
身

内
の
よ
う
に
診
療
し
、『
次
も

こ
の
病
院
で
』
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
」
と
優
し
く
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

「
家
族
を
診
る
よ
う
に
」

　
も
て
る
知
識
を
総
動
員
し
全
力
診
療

星野 伸二 医師
 （ほしの しんじ）　　　　

ふれあい町田ホスピタル
【 内 科 】

日本外科学会 認定医
厚生労働省 麻酔科標榜医
日本老年麻酔学会 指導医　ほか

特
定
健
診
を
受
け
よ
う
！

  
「
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」で
は
前
回
結
果
を
比
較
表
示

　

健
康
維
持
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
は
、
何
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
？
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
食
事
管
理
、
十
分
な
睡
眠
な
ど
、
各
自
で
実
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
や
、
自
分
の
体
の
状
態
に
つ
い
て
、
数

値
で
把
握
し
て
い
ま
す
か
？
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
診

断
」
を
、
是
非
、
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
維
持
の
基
本
は
、
自
分
の

体
の
現
状
を
把
握
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
健
康
診
断
は
、
感
覚
と
し

し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘
に
あ

る「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

で
は
、
健
康
診
断
の
結
果
用
紙
に

受
診
の
結
果
履
歴
を
表
示
し
て
い

ま
す
。

　

同
院
で
は
、
通
常
の
健
康
診
断

（
就
職
時
や
一
般
向
け
な
ど
）
の

ほ
か
、
町
田
市
が
実
施
す
る
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
『
特
定

健
診
』（
メ
タ
ボ
健
診
）
が
受
け

ら
れ
ま
す
。特
定
健
診
の
対
象
は
、

主
に
40
歳
以
上
で
す
が
、
条
件
に

よ
っ
て
詳
細
が
異
な
る
の
で
、
確

て
自
分
の
健
康
を
知
る
の
で
は
な

く
、
数
値
と
し
て
体
の
状
態
を
確

認
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
に
受
け
て
、
前
回
の
結

果
と
比
較
し
、
自
分
の
生
活
習

慣
と
健
康
診
断
結
果
の
関
係
を
、

認
し
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
券
の
利
用
を

　

特
定
健
診
で
は
、
対
象
の
人
に

自
治
体
か
ら
「
受
診
券
」
が
順

次
、
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
使
っ
て
、
血
中
脂
質
検
査
や
心

電
図
検
査
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
同
院
で
は
、
こ
の
健

診
と
同
時
に
、「
胃
が
ん
リ
ス
ク

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
査
」「
大
腸
が
ん
検

査
」「
乳
が
ん
検
査
」「
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
」
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
利
便
性
が
良
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　

同
院
で
健
康
診
断
を
担
当
し
て

い
る
星
野
伸
二
医
師
＝
今
号
「
こ

の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
は
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
診
で
は
、
主
に
問
診
（
既

往
歴
お
よ
び
業
務
歴
の
調
査
や

自
・
他
覚
症
状
の
有
無
の
確
認
）、

身
体
測
定
、
視
力
・
聴
力
検
査
、

血
圧
測
定
、
便
・
尿
検
査
、
胸
部

Ｘ
線
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

健康診断のご案内
０４2（798）1121予

約

ふれあい町田ホスピタル

特
定
健
診

受
診
結
果
の
判
明
、通
知

健
診
ま
た
は
検
査
内
容
を
決
定

町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
電
話
予
約

健
診
日
に
持
参
、検
査
を
受
診

対
象
者
に
は「
検
査
キ
ッ
ト
」を
送
付

受
診
券
が
あ
る
方
は
お
手
元
に
用
意

結
果
は
後
日

基
本
検
査

問診、身体計測、尿、
視力・聴力、血圧 など

併せて受診可能！

血液検査、肝機能検査、
血中脂質検査、心電図検査、
空腹時血糖検査 など

●乳がん検診
●大腸がん検診
●胃がんリスク（ABC）検診
●肝炎ウイルス検診

ココ
相模原駅

多摩境駅

南大沢駅 小山長池
トンネル南

コストコ

橋本駅

京
王
線

京
王
線

JR横浜線JR横浜線

小山小山町田街道町田街道

バーミヤン

無料シャトルバスの経由駅

駐車場を完備している同院

　

町
田
市
の
『
特
定
健
診
』（
メ

タ
ボ
健
診
）
で
は
、
主
な
対
象
が

40
歳
以
上
の
方
と
な
る
の
で
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、

血
液
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
中

脂
質
検
査
、
空
腹
時
血
糖
検
査
、

心
電
図
検
査
な
ど
を
加
え
て
実
施

し
ま
す
。

　

当
院
は
、
皆
さ
ま
の
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
体
に
つ

い
て
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
ご

来
院
く
だ
さ
い
」。　
〈
取
材
協
力
〉

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

2



▶JR石川町駅徒歩８分 
▶みなとみらい線元町・中華街駅徒歩12分

石
川
町
駅

元町・中華街駅元町・中華街駅

港
の
見
え
る
丘

公
園

山手公園

フェリス
女学院
中・高

フェリス
女学院大

首都高 中村川中村川

山手教会

山手西洋館

山手聖公会

横浜外国人墓地

アメリカ山公園

山手迎賓館フランス山

マリンタワー

yamate St.

motomachiSt.

Here!Here! 山手イタリア山
庭園

看護学科（一部）
         で使用予定

2022年４月
開設予定      New Campus       New Campus 20222022横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

所在地：横浜市中区山手町27

東戸塚キャンパス

入学直後から現場を見学実習し、スモールグ
ループディスカッション（SGD）を重ね、情報
処理能力や発表能力を養う授業を担当。
グループ病院や、薬局、高齢者施設、卸、協力
企業によって、安定的な医療の提供を支える
組織力を活かした学習を進めていきます。

薬学部

担当授業
「早期臨床体験実習」「薬物動態学」ほか

専門／医療系薬学、呼吸器内科学、薬物代謝学
佐野和美 准教授

担当授業
「総合英語」「英会話」「科学英語」

薬学の領域を広く知ることができる英文を
題材に、専門的な語彙を習得しながら、薬学
関連分野の英文記事に慣れ親しむことから
６年間の「英語カリキュラム」が始まります。
１年次で専門性の高い記事を理解できる
英語力の習得を目指します。

須田篤也 准教授
専門／英米・英語圏文学、文学一般

薬学部

薬学部担当教員の紹介（一部）

～17病院＋51保健福祉施設がサポート～湘南医療大学 Shonan University of Medical Sciences

10：00～15：00

８／ 28 11／20 
14：00～16：00

Sat Sat

Summer Autumn

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
二学部［保健医療学部・薬学部］同時開催二学部［保健医療学部・薬学部］同時開催

湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

東戸塚

東戸塚キャンパス東戸塚キャンパス
▶JR東戸塚駅徒歩12分 

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）〒244-0806   神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48 ☎045-821-0115 
入試事務室

湘南医療大学

透
析
入
院〔　
　

   

〕も
で
き
る
ク
リ
ニッ
ク

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク（
旧
２
４
６
沿
い
）

透
析
患
者
の
現
状

　　
代
が
最
多
、世
界
ワ
ー
ス
ト
２
位
続
行

制
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
透
析

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、
心
強
い
サ

ポ
ー
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
19

床
の
入
院
設
備
を
有
す
る
「
有
床

診
療
所
」
と
聞
き
ま
し
た
が
、
透

析
治
療
の
入
院
も
可
能
で
す
か
？

　
「
は
い
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

外
来
透
析
だ
け
で
な
く
、
長
期
の

入
院
透
析
が
可
能
で
す
。
レ
ス
パ

イ
ト
入
院
な
ど
に
も
対
応
し
て
お

り
ま
す
の
で
、条
件
等
の
ご
確
認
・

ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
」。

　

そ
し
て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
、

最
長
６
時
間
ま
で
の
長
時
間
透
析

に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

む
く
み
の
お
悩
み
に
も
積
極
的

に
関
わ
り
、
患
者
さ
ま
の
下
肢

チ
ェ
ッ
ク
を
毎
月
、
行
な
っ
て
い

ま
す
。
下
肢
病
変
を
抱
え
て
い
る

場
合
は
、
専
門
治
療
（
大
和
成
和

病
院
で
対
応
）
を
行
な
い
ま
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
循
環
器
専
門

の
大
和
成
和
病
院
と
密
接
に
連
携

し
て
お
り
、
心
疾
患
な
ど
に
関
す

る
内
科
的
・
外
科
的
な
治
療
に
お

い
て
も
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
体

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
車
椅
子
に
対
応
し
た
送
迎
車

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

安
心
し
て
透
析
通
院
い
た
だ
け
る

環
境
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
血
液
透
析
を
行
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。
透
析
装

置
は
23
台
あ
り
、
全
て
が
オ
ン
ラ

イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
／
Ｉ‒

Ｈ
Ｄ
Ｆ
対
応

機
種
で
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

多
く
の
患
者
さ
ま
が
、
導
入
時
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
／
Ｉ‒

Ｈ

Ｄ
Ｆ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
︱
︱
︱
通
院
の
際
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ

て
い
ま
す
か
？　
　

　
（
熊
田
医
師
・
以
下
同
）「
透
析

患
者
さ
ま
の
中
に
は
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
ま
で
の
通
院
が
困
難
な
方
が
、

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ

を
考
慮
し
、当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

ご
自
宅
と
の
間
で
、
無
料
の
送
迎

　

神
奈
川
県
大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、
内
科
な
ど
の
一
般
診

療
の
ほ
か
、人
工
透
析
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
腎
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
る
熊
田
稔
也
医
師
に
、透
析
治
療
の
特
徴
を
伺
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

６
４
０
人
で
あ
り
、
前
年
比
４
７

９
９
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口

100
万
人
あ
た
り
の
患
者
数

（
有
病
率
）
も
増
加
し
て
お
り
、

２
０
０
０
年
末
に
１
６
２
４
．
１

人
〈
有
病
率
０
．１
６
２
％
〉
だ
っ

た
の
が
、
２
０
１
９
年
末
に
は
、

２
７
３
１
．
６
人
〈
有
病
率
０
．

２
７
３
％
〉
に
な
り
、
国
民
の

３
６
６
．１
人
に
１
人
が
透
析
患

者
で
あ
る
割
合
に
な
っ
て
い
ま

す
。
有
病
率
は
、
世
界
で
２
番
目

に
多
い
状
態
で
す
（
世
界
１
位
は

台
湾
）。男

性
の
方
が
多
い

　

２
０
１
９
年
の
調
査
時
の
透

析
患
者
数
（
33
万
２
５
９
９
人

が
対
象
）
の
性
別
は
、
男
性
が

21
万
８
５
５
２
人
で
、
女
性
は
11

万
４
０
４
７
人
で
し
た
。
平
均
年

齢
は
69
．
９
歳
で
年
々
高
く
、
最

も
多
い
世
代
は
、
男
女
と
も
に
70

～
74
歳
で
し
た
。

※
数
値
等
は「
日
本
透
析
医
学
会
」資
料
よ
り

工
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

透
析
療
法
に
は
、
血
液
透
析

（
97
．１
％)

と
、腹
膜
透
析
（
２
．

９
％)

が
あ
り
ま
す
。
多
く
を
占

め
て
い
る
血
液
透
析
で
は
、
人
工

腎
臓
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
介
し
て
、

血
液
か
ら
老
廃
物
や
余
分
な
水
分

を
取
り
除
い
て
い
き
ま
す
。
１
回

の
治
療
に
４
～
５
時
間
か
か
り
、

週
３
回
ほ
ど
の
通
院
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

３
６
６
人
に
１
人
が
透
析
患
者

　

国
内
で
は
、
２
０
１
９
年
末
の

時
点
で
の
透
析
患
者
数
は
34
万
４

分
過
多
に
よ
る
心
不
全
な
ど
の
危

険
性
が
出
て
き
ま
す
。「
透
析
療

法
」
で
は
、
本
来
は
腎
臓
が
行
な

う
役
割
を
機
械
で
代
替
え
し
て
人

　

人
間
の
腎
臓
機
能
が
、
正
常
の

10
％
以
下
に
低
下
す
る
と
、
尿
か

ら
老
廃
物
や
水
分
が
適
切
に
排
泄

さ
れ
な
く
な
り
、
尿
毒
症
や
、
水

　

透
析
療
法
と
は
、
本
来
、
体
の
中
の
臓
器
・
腎
臓
が
行
な
っ
て
い
る
働
き
の
か

わ
り
を
、
人
工
的
な
機
械
で
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
日
本
の
透
析

患
者
の
有
病
率
は
、
台
湾
に
次
い
で
高
い
数
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

成和クリニック
透析治療担当

熊田 稔也 医師

透析患者数と人口100万対比（有病率）の推移
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０
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０
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ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

お問合せ

事前に視聴方法をご確認ください

　　 ご自宅で講座を視聴できます。
　　　 （インターネット使用）

視聴方法は、
必ず事前に当院の
ホームページを
ご覧ください。

　まだまだ油断できない「新型コロナウイ
ルス感染症」。ワクチン接種などを経て、
今の感染状況や、明らかになってきたウ
イルスの特徴など、現在の状況を医師の
観点から解説いたします。

新型コロナウイルス感染症
～現状と対策～

好評シリーズ第８弾！
過去の講座の
一部はネット動画
で無料公開中！

オンライン医学講座 参加無料参加無料

会 場

日 時

インターネット配信により各ご自宅で
９月２5日（土）13：00～14：00 講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

アクセス

お問合せ
ご予約・ 綾瀬厚生病院

☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

感染症対策のため、完全予約制で
開催します。必ずご予約ください。

前日（9/15水）までに電話で予約を！

　皮膚のトラブルは、年齢を重ねるにつ
れ、発生しやすくなります。今回の講座で
は、湿疹や床ずれ、帯状疱疹などの高齢
者に多い皮膚疾患を中心にお話ししま
す。最近、話題の疾患なども交えてお伝
えしますので、是非ご参加ください。

早期発見＆治療が大切！ ～高齢者に多い皮膚疾患～

参加無料参加無料医学講座
日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 ４階 多目的室
講 

師

綾瀬厚生病院
皮膚科

向野 哲 医師
９月16日（木）15：00～16：00

「
運
動
処
方
箋
」に
よ
る
フ
ィッ
ト
ネ
ス
の
効
果

　
　
　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

病
院
直
属
の「
メ
デ
ィ
カ
ル・フィッ
ト
ネ
ス
」

町
田
市
小
山
ヶ
丘

　

会
員
さ
ま
の
既
往
歴
や
、
体
力

レ
ベ
ル
、
運
動
経
験
の
有
無
な
ど

を
考
慮
し
た
上
で
、
無
理
な
く
効

果
的
な
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

当
院
専
属
の
健
康
運
動
指
導
士
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

持
病
が
あ
る
方
や
、
体
力
が
低

下
し
て
き
た
と
感
じ
る
方
は
、
自

己
流
の
運
動
を
行
な
わ
ず
に
、
ま

ず
は
専
門
員
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
・
ク
ラ
ブ
で
は
、
無
料
体

験
の
ご
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

メ
デ
ィ
カ
ル・フ
ィッ
ト
ネ
ス・
ク
ラ
ブ

☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
５

月
・
水
・
金
・
土
…
９
時
～
17
時

火
・
木
…
９
時
～
19
時

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

人
は
、
ク
ラ
ブ
直
通
電
話
（
☎︎

０
４
２
・
７
９
８
・
２
０
０
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施
設
担
当
者
よ
り

　
「
当
院
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
・
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ
ま
に

は
、
主
治
医
・
健
康
運
動
指
導
士
・

栄
養
士
が
連
携
を
と
り
、
お
一
人

お
ひ
と
り
の
目
的
に
合
っ
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
お
り
ま
す

（
当
院
の
患
者
さ
ま
以
外
の
方
も

ご
利
用
可
能
で
す
）。
定
期
的
に

体
組
成
を
測
定
し
、
筋
肉
量
や
脂

肪
量
な
ど
の
変
化
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
生
活
習
慣
や
運
動
内
容
を

見
直
す
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

緑
に
囲
ま
れ
た
土
地
に
立
つ

「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル 

メ

デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ク

ラ
ブ
」に
は
、景
色
が
望
め
る
プ
ー

ル
や
、
広
々
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
棟

が
あ
り
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
見
学
や
無
料
体
験

が
可
能
な
の
で
、
興
味
が
あ
る

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
に
は
、

健
康
増
進
の
た
め
の
施
設
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
」
が
あ
り
、ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
も
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

の
実
施
の
場
と
し
て
は
、「
リ
ハ

ビ
リ
ル
ー
ム
」「
デ
イ
ケ
ア
」「
42

条
施
設
（
疾
病
予
防
施
設
）」「
指

定
運
動
療
法
施
設
」「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」「
健
康
増
進
運
動
施
設
」

と
い
っ
た
医
療
色
の
強
い
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
や
呼
吸
器

循
環
器
系
疾
患
、
整
形
外
科
系
疾

患
な
ど
の
現
代
人
が
抱
え
る
主
要

疾
患
の
予
防
や
緩
和
を
目
指
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
医
療
機
関
が

運
営
す
る「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
施
設
」が
増
え
て
い
ま
す
。

れ
に
従
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
く

施
設
で
す
。
一
般
的
な
運
動
施
設

に
比
べ
て
、
よ
り
安
全
に
配
慮
し

た
運
動
方
法
が
提
供
さ
れ
る
施
設

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
従
事
者
の
専
門
サ
ポ
ー
ト

　

健
康
維
持
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど

を
目
的
と
し
た
運
動
を
行
な
う
上

で
、
医
療
従
事
者
（
医
師
、
健
康

運
動
指
導
士
、
理
学
療
法
士
、
管

理
栄
養
士
な
ど
）
が
、
医
療
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ
と
に
加

え
て
、
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
人
へ
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
リ
ハ
ビ
リ
の
延
長
と
な
る

　
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
正
式
に
は

「
疾
病
予
防
運
動
施
設
」
と
い
い
、

一
般
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

異
な
り
、
医
師
に
よ
る
「
運
動
処

方
箋
」
を
も
と
に
、
健
康
運
動
指

導
士
ら
が
そ
の
人
ご
と
に
個
別
の

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ

クラブ会員
募 集

ふれあい町田HP メディカル・フィットネス

会員募集会員募集

ふれあい町田ＨＰふれあい町田ＨＰメディカル・フィットネス・クラブメディカル・フィットネス・クラブ

夏
に
は
特
に
注
意

放
っ
て
お
く
と
重
症
化
も
あ
る「
と
び
ひ
」

綾
瀬
厚
生
病
院
・
皮
膚
科

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で 

皮
膚
病
を
解
決

取
材
協
力

月
〜
土
曜
日
に
受
診
で
き
る

　
「
外
来
診
察
は
、
平
日
だ
け
で

な
く
、
土
曜
日
を
含
め
た
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
ま
で
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。午
後
の
診
療
は
隔
日
な
ど
、

曜
日
に
よ
っ
て
診
療
時
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご

来
院
く
だ
さ
い
。

　

初
診
時
は
、
予
約
な
し
で
も
大

丈
夫
で
す
の
で
、
診
療
時
間
内
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
再
診
で
は
、

原
則
、予
約
診
療
に
な
り
ま
す
が
、

予
約
外
で
も
対
応
可
能
で
す
。『
外

来
特
別
診
察
』
と
し
て
、
北
里
大

学
皮
膚
科
・
天
羽
康
之
教
授
が
担

当
す
る
外
来
枠
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
」。

お
一
人
お
ひ
と
り
の
症
状
に
合
わ

せ
た
医
療
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

皮
膚
の
病
気
に
は
、
症
状
を
繰

り
返
し
、
治
り
に
く
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、そ
の
場
合
に
も
、個
々

に
合
わ
せ
て
、
悪
化
の
要
因
や
適

切
な
薬
を
探
す
お
手
伝
い
を
い
た

し
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
（
採

血
の
み
）
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
総
合
病
院
で
あ
る

強
み
を
活
か
し
て
、
院
内
の
各
科

と
連
携
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
大
学
病
院
等
へ
の
紹
介
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
」

化
が
、
皮
膚
の
病
気
と
し
て
現
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ

ら
を
含
め
て
診
察
す
る
の
が
「
皮

膚
科
」
で
す
。

悪
化
の
原
因
に
合
わ
せ
て
処
方

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
皮
膚
科
で

は
、
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
年

齢
層
を
問
わ
ず
診
察
し
て
い
ま

す
。
担
当
の
向
野
哲
医
師
＝
９
月

16
日
㈭
に
医
学
講
座
を
開
催
＝

は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
常
の
ス
キ
ン
ケ
ア
か
ら
外

来
診
察
、入
院
治
療
に
至
る
ま
で
、

皮
膚
の
病
気
は
爪
・
髪
に
も

　

診
療
科
「
皮
膚
科
」
は
、
全
身

の
皮
膚
を
診
る
だ
け
で
は
な
く
、

口
の
中
や
爪
、
髪
の
毛
な
ど
の
外

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に

起
き
る
病
気
も
診
察
し
ま
す
。
皮

膚
に
限
局
し
て
起
き
る
病
気
が
あ

る
一
方
で
、
体
の
中
に
生
じ
た
変

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
皮
膚
科
で
は
、
日
常
的
な
ス
キ
ン
ケ
ア
か
ら
入
院
治
療
に
至

る
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
向
野
哲
医

師
や
、北
里
大
学
の
天
羽
教
授
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
あ
る
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

菌
）
が
原
因
に
な
る
と
、
治
り
に

く
く
な
り
ま
す
。

　

診
断
や
治
療
が
遅
れ
、
こ
じ
れ

て
し
ま
う
と
、
細
菌
や
そ
の
毒
素

が
皮
膚
表
面
に
留
ま
ら
ず
、
皮
膚

内
に
入
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

結
果
、「
蜂ほ
う
か
し
き
え
ん

窩
織
炎
」「
丹
毒
」「
ブ

ド
ウ
球
菌
性
熱
傷
様
皮
膚
症
候

群
」
な
ど
の
重
い
皮
膚
病
に
進
展

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

皮
膚
科
の
受
診
を

　

伝
で
ん
せ
ん
せ
い

染
性
膿の
う
か
し
ん

痂
疹
（
と
び
ひ
）
は
、

早
め
の
診
断
加
療
が
で
き
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
が
通
院
で
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
菌
や
毒
素
が
皮
膚
内
に

入
っ
て
重
症
化
す
る
と
、
入
院
を

含
め
た
治
療
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
皮
膚
に
、

水
ぶ
く
れ
や
引
っ
か
き
傷
が
で
き

た
時
に
は
、
単
な
る
肌
荒
れ
と
思

わ
ず
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
、

早
め
に
皮
膚
科
を
受
診
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

に
発
症
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。細

菌
の
感
染
が
原
因

　

原
因
は
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
や

Ａ
群
β
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
な
ど

の
細
菌
感
染
で
す
。

　

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
原
因
の
場

合
は
、水
ぶ
く
れ
に
な
り
や
す
く
、

レ
ン
サ
球
菌
で
は
、
か
さ
ぶ
た
を

と
も
な
っ
た
傷
に
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

主
な
治
療
法
は
、
抗
生
物
質
の

外
用
や
内
服
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
抵
抗
力
を
も
つ
細
菌
（
耐
性

湿
疹
な
ど
で
、そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

治
り
に
く
い
傷
・
水
ぶ
く
れ
が
で

き
、
引
っ
か
く
こ
と
で
周
り
の
皮

膚
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
を
持

病
と
し
て
抱
え
て
い
る
人
は
、
特

引
っ
か
い
て
伝
染

　
「
伝
で
ん
せ
ん
せ
い

染
性
膿の
う
か
し
ん

痂
疹
」（
と
び
ひ
）

は
、
暑
い
季
節
に
、
子
ど
も
や
高

齢
者
に
起
こ
り
や
す
い
皮
膚
病
で

す
。
き
っ
か
け
は
、
虫
刺
さ
れ
や

　
「
と
び
ひ
」
は
、
細
菌
感
染
が
原
因
と
み
ら
れ
、
多
く
が
抗
生
物
質
の
外
用
薬

や
内
服
薬
で
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
重
症
化
す
る
と
「
蜂ほ
う
か
し
き
え
ん

窩
織
炎
」「
丹
毒
」

「
ブ
ド
ウ
球
菌
性
熱
傷
様
皮
膚
症
候
群
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

細菌

黄色ブドウ球菌
A群β溶血性レンサ球菌など

伝染性膿痂疹（とびひ）
でんせんせい　　のうかしん

早
め
に
皮

膚科
にかか

りましょう！

綾瀬厚生病院

綾瀬市深谷中1‒4‒16
☎０４67（77）5111

綾瀬市役所の通り（県道
42号）、図書館と消防署
の間・駐車場完備

皮膚科ホームページ
スマホで
QRコードを
読込むと、
簡単に表示
　　できます！

綾瀬厚生病院

2021年８月
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